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を用いたことである。すなわち、大腸菌ファージ λ の初期遺伝子のオペロン (N オペロン)の一部と
置換したトリプトファン・オペロンでその転写が本来のプロモーター (Ptrp) とファージのNオペロ









られるのに対して、 PL からの転写では極性効果はみられないことが結論された。この事実はPL からの
転写では翻訳との密接な共朝関係を必要としないことを示し、またオペロンの終りの停止信号が単に
ナンセンス変異だけによるのではない可能性をも示唆する。
この研究は遺伝子の形質発現の分野において有用な新らしい知見を加えたもので、学位論文として
十分価値あるものと認められる。
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